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を持つシュードタイプウイルスを作製した。ウイルス粒子中には VSVG が検出されたが、 gp64 は全く検出されなか
った。一方、コントロールとして作成した gp64 を持つウイルスでは、 gp64 のみが検出された。日甫乳動物細胞への遺
伝子導入効率を検討した結果、 VSVG ウイルスは、 gp64 ウイルス同様に種々な晴乳動物細胞に対して遺伝子導入で
きることが示された。さらに、 VSVG ウイルスは抗 VSVG 抗体で遺伝子導入が中和され、抗 gp64 抗体では中和され
なかった。一方、ウイルスは抗 gp64 抗体でのみ中和され、抗 VSVG 抗体による中和は認められなかった。
次に、ウイルスのエンベロープ蛋白質ではなく、レセプタ一分子の取り込みを検討した。エンベロープ蛋白質との
特異性が詳細に検討されている麻疹ウイルスのレセプタ一分子 (CD46 または SLAM) を持つシュードタイプウイル
スを作製し、エンベロープ蛋白質特異的な遺伝子導入を検討した。シュードタイプウイルス粒子への両レセプタ一分
子の取り込みを検討したところ、 CD46 は粒子中に検出されたが、 SLAM は検出できなかった。そこで、 SLAM の細
胞質領域を削った改変型 SLAM を持つシュードタイプウイルスを作製したところ、効率よくウイルス粒子に取り込ま
れるようになった。これらシュードタイプウイルスの麻疹ウイルスエンベロープ蛋白質発現細胞への遺伝子導入を検



















スのレセプター (CD46 あるいは SLAM) を持つシュードタイプウイルスは共に麻疹ウイルスのエンベロープ蛋白質
を発現する細胞にのみに遺伝子を導入でき、発現していない細胞には導入できなかった。さらに、これらのウイルス
による遺伝子導入は、 CD46 あるいは SLAM に対する抗体で特異的に中和された。
申請者の研究内容は、パキュロウイルスベクターを用いた特異的遺伝子導入ベクター系を構築し、それを証明した
ものであり、学位の授与に値すると考えられる。
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